


昨今は、従来の売上･利益などの「財務データ」の向上を追求した企業経営から

いわゆる「非財務データ」という社会的価値が高いサービスの提供、

サステイナブルな経営を重視する企業経営が求められております。

この流れは、上場企業や大手企業に限らず中堅･中小企業であっても同様です。

例えば、SDGsは国連が2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す｢国際目標｣

として定められたものですが、地球上の｢誰一人取り残さない｣ことを誓っているのです。

これからの企業経営として、少なくとも2030年まではSDGs経営が時流になるのです。

さらには、GX(ｸﾞﾘｰﾝﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ)、SX(ｻｽﾃﾅﾌﾞﾙﾄﾗﾝｽﾌｫｰﾒｰｼｮﾝ)と、

いった考え方も普及し始めています。

しかし、ここ数年、SDGs経営に取り組む企業が増えてきている一方で、

｢SDGsウォッシュ｣という言葉に代表されるように、

上辺だけの取り組みで実態が伴っていないケース、

実態以上に取り組んでいるように見せているケースが多くなりました。

このような企業が増えてしまっては、持続可能な社会にはなり得ません。

｢SDGsウォッシュ｣ではなく、SDGsに真摯に向き合い取り組むためには、

「いかに自社のビジネスを表面上ではなく“本質的”にSDGsと紐づけ、

“持続的に取り組む”ことができるか」であると考えられます。

株式会社船井総合研究所

エネルギー支援部一同

今回のセミナーでは、2018年SDGsアワード受賞企業である

『三承工業株式会社』と『株式会社大川印刷』の2社より、

社会問題をビジネスで解決する

本セミナーが2023年以降の企業経営の一助となれば幸甚です。

セミナーへのご参加を心よりお待ち申し上げております。

という考え方の基、持続的なSDGs経営の取り組みを具体的にご講演いただきます。



特別ゲスト講師①

三承工業株式会社 代表取締役 西岡 徹人氏

三承工業株式会社
代表取締役 西岡 徹人氏

建設業初！

第2回ジャパンSDGsアワード特別賞受賞

地域に愛される工事会社が取り組む

SDGs経営とブランディング

国連サミットで採択された国際目標SDGs(持続可能な開発目標)を企業の経営戦略の中核に置き、外務省

SDGs 貢献コミット企業として認定され｢ジャパンSDGs アワード｣を建設業で初受賞。｢全

ての人にマイホームを！｣と、金銭的な都合などでマイホームの夢を諦めてしまった方、一人親家庭の方、

外国籍の方に高品質低価格(700万円台〜)の注文住宅【SUNSHOW 夢ハウス】を提供。また、子連れで勤

務可能なカンガルー出勤、キッズスペース等、女性のライフキャリアステージにあった環境作りに力をい

れ、岐阜県ワーク･ライフ･バランス推進企業として認定されるなど働き方改革を推進。女性の就業割

合が業界平均15％といわれる中で、女性社員だけの工務店【credo home】も立ち上げている。これ

らの取り組みにより、地元では、確固たるブランディングを確立。お客様から選ばれ、

愛され続け、グループ会社含めて毎年増収を実現している。

■会社名：三承工業株式会社 ■本社所在地：〒500-8259 岐阜市水主町二丁目53番地

■創業：1999年 ■売上高：約13億円 ■社員数：60名

■事業内容：新築工事・リフォーム工事・土木工事・管工事・プラント設備工事業など

≪プロフィール≫

●お客様から選ばれ続け、地域から愛されるブランディング確立のための戦略と具体的な取り組み内容

●女性活躍の推進、働き方改革の推進のための職場の環境づくりの方法

●中小企業経営としてどのようにSDGsに向き合い、取り組むべきなのかがわかる

≪三承工業株式会社の講演から学べるポイント≫



特別ゲスト講師②

株式会社大川印刷 代表取締役 大川 哲郎氏

株式会社大川印刷
代表取締役 大川 哲郎氏

中小印刷業初！

脱炭素経営達成（Scope1,2実質ゼロ化）

再エネ電力100％達成

CO2ゼロ印刷で新規取引90社

2002年社会起業家との出会いから｢印刷を通じて社会を変える｣という視点に気付き、2004 年｢本業を通

じた社会的課題解決を実践する『ソーシャルプリンティングカンパニー®』｣と言うパーパスを掲げる。

｢ジャパンSDGs アワード｣｢グリーン購入大賞｣｢環境大臣賞｣など受賞実績は多数。

2018年より従業員主体ボトムアップ型で推進するSDGs経営計画を実施。

脱炭素経営の取り組みとしては、2019年に自家消費型太陽光を初期投資ゼロ円で設置する

モデルPPAを国内初で採用し再エネ調達率20％、その後、青森県の風力発電を購入し再エネ

調達率100％達成。また、Scope1,2排出量400t-CO2のうち、自ら削減ができないCO2を他の場所

の排出削減･吸収量の環境価値を購入し相殺（オフセット）し、2019年に脱炭素達成

（Scope1,2を完全ゼロ化）。環境印刷として溶剤を使用しない印刷、さらには脱炭素を達成し

たことによる「CO2ゼロ印刷（製品･サービスの脱炭素化）」により、現在数多くの引き

合いにつながり、2021年には90社近くの新規取引先を創出。

■会社名：株式会社大川印刷 ■本社所在地：〒245-0053 横浜市戸塚区上矢部町 2053

■創業：1881年 ■売上高：約5.26億円 ■事業内容：オフセット印刷業 ■従業員数：30名

≪プロフィール≫

2019年国内初のPPAで再エネ率20％ 青森県の風力発電を電力購入し再エネ率100％

●社内で『共感』と『共有』を生み出すSDGs経営のための仕組みづくり

●中小企業でも、脱炭素経営に取り組むことで機会の創出（新規顧客の開拓･売上増）につながる

●顧客のサステナブル消費思考に応える製品･サービスの脱炭素化

≪株式会社大川印刷のご講演から学べるポイント≫






